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巡礼とは　巡礼とは人類の普遍的営みの一つである
とは言いすぎだろうか。十二使徒の一人、聖ヤコブの
遺骸を祀ったサンティアゴ・デ・コンポステーラへの巡
礼や五体投地を繰り返しながら営まれるチベット・ラサ
への巡礼、そしてハッジとよばれるメッカへの巡礼など
が著名だが、たとえばドイツのシュパイアーやトリーア
大聖堂の周辺にはミニ巡礼地が形成され、ガリシアへ
向かう「大きな巡礼」と重なりあう。また、アルプス北麓
の丘陵地ヴィースの巡礼教会は18世紀に起こったと
される奇瑞を端緒とした巡礼行の隆盛を背景としてい
るという。
　日本では、入唐求法還学生に選ばれた最澄が延暦
二十三年［804］に中国仏教の聖地である天台山を
「巡礼」したことを皮切りに（延暦寺文書）、開成五年
［840］の円仁による五台山巡礼（『入唐求法巡礼行
記』）、仁寿三年［853］に入唐した円珍による天台山
巡礼（『行歴抄』）など、入唐僧による聖跡巡礼が行なわ
れる。その後、日本国内でも、譲位・出家した宇多法皇
が高野山・比叡山・熊野三山などの霊山に詣でている。
藤原道長による吉野金峯山参詣（寛弘四年［1007］）、
南都諸寺を「巡見」した後の高野山金剛峯寺参詣（治
安三年［1023］）が著名だが、「寛仁二年［1018］定心
阿闍梨巡礼記」なる南都巡礼記も伝わっていたことが
知られる（保延六年［1140］大江親通撰『七大寺巡礼
私記』）。西国三十三所順礼は12世紀半ば頃までには
成立していたことは間違いなく（『千載集』1211）、中
世には坂東・秩父の観音霊場も整備され、長享二年
［1488］以後、程なくしてこれらを「百観音霊場」と称し
始めた。また、15世紀前半までには洛陽三十三所霊場
も成立し、四国遍路は文明三年［1471］までに「八十
八ヶ所」が形成されていたと思しい。
巡礼と参詣　巡礼とは、宗教的な聖地・霊場に赴く身
体的営みとまずは概括できようか。とはいえ、「外国を
旅 する」「さまよう」と邦 訳されるラテン語
"peregrīnor"を語源とする"pilgrimage"と、漢語由
来の「巡礼」（ジュンライは呉音）、さらに中世以後の日
本における「巡礼」とが同一の営為であるとは無論言
えないのである。これらの相違を考える上で「参詣」が
参考になる。この語は『晋書』王嘉伝に見え、当初は貴
人への訪問を意味するものであったが、平安中期以後、

日常空間から社寺や霊山・霊場へ赴くことを殊に含意
し始めるようになる。事実、9世紀の円仁の段階では、
五台山の寺院・聖跡のあちこちを巡ることも、赤山法
華院から五台山という聖地へ向かうこともいずれもが
「巡礼」で、後の「参詣」という概念は「巡礼」の一部に
含まれていたと見てよい。
　平安後期頃より、「巡礼」という語は別の意味を帯び
るようになる。あらかじめ固定された順序・次第に基づ
いて聖なる空間の内部を経巡ることである。たとえば
永和四年［1378］写『観心寺参詣諸堂巡礼記』におい
ては、河内国観心寺に赴くことを「参詣」、そして寺内
の諸堂を順に、つまり次第に則って巡ることを「巡礼」
としている。また熊野三山の「参詣記」である『熊野詣
日記』（応永三十四年［1427］実意撰）においては、熊
野に赴いた後、本宮証誠殿の「御まへ次第に御巡礼あ
り」等と記してもいる。卑近な例で言えば、TDLに行く
ことが「参詣」、各アトラクションを巡ることが「巡礼」、
理想的な巡り方を記したものが「巡礼記」である。
「物語」と繫がること　そのような見方からすれば、サ
ンティアゴ・デ・コンポステーラ大聖堂やカアバ神殿
への旅はむしろ「参詣」と呼ぶべきものであろう。しか
し、その旅の道のりを初めて歩いたのは誰か、なぜそ
の道が今にあるのかと考えたとき、中世日本における
「巡礼」との相関を指摘せざるをない。西国三十三所
霊場の始まりは花山院であると物語られるが、さらに
それ以前、花山院が
その存在を知りえた
のは、閻魔大王によっ
て認められた宝印記
文と熊野権現が先達
僧「仏眼上人」として
顕現したことに拠る
のである。つまり、西
国霊場の巡礼者が歩
む道のりは、かつて花
山院が熊野権現の化
身と共に歩んだと物
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　私は鹿児島市上町地区で生まれ
育った。鰹節屋を営んでいた父は鰹
節の名産地である枕崎の出身で、祖
母は鑑真の上陸地として有名な坊
津出身である。
　実家近くの小高い丘には、西南戦
争で戦死した西郷隆盛をはじめと
する薩軍将士が埋葬された南洲墓
地があり、その傍らに浄光明寺が建
つ。13世紀に一遍上人が鹿児島を
訪れて以降、一遍派の時宗寺院と
なった。江戸時代には隆盛を極めた
が、薩英戦争時に城郭と誤認されて
砲撃対象となり、ほとんどの建物を
焼失した。その後、再建ままならな
いまま明治を迎え、廃仏毀釈で廃寺となった。その境内
跡に薩軍将士を改葬したのが南洲墓地である。浄光明寺
は明治半ばに再興された。
　浄光明寺の麓に上町地区が広がる。上町地区は戦国期
に整備された城下町を基盤とし、中心部に島津氏の本城
である内城があった。平城で堀もない館造りであった。
17世紀初頭に鶴丸城（鹿児島城）が築かれ、島津氏は居城
を移すと、内城跡には大竜寺が建立された。初代住職は
南浦文之である。大竜寺も廃仏毀釈で廃寺となり、跡地
は私の母校である大龍小学校となった。正門脇には南浦
文之の記念碑があり、同校の校歌でも「学僧文之のあと
したし」と歌われる。
　島津氏が鶴丸城に移った後に鹿児島市中心部の城下
町が整備され、鶴丸城より北方が上方限、南方が下方限
とされ、上方限が後に上町と呼ばれることになる。戦国
期の城下町は上方限に含まれ、大竜寺周辺は、今和泉島
津家や重富島津家などの島津分家をはじめとする上級
武士の屋敷が立ち並んでいた。私の実家は今和泉島津家
屋敷跡の近くにあるが、上級武士の屋敷地が切り売りさ
れた狭小な家である。

　さて、私は人文地理学を専門と
し、現代日本の諸地域の人口分析を
主たる研究テーマとするが、地域の
歴史的な変遷にも興味があり、なじ
み深い地域の歴史を勉強すること
が多い。本学に赴任して以降、和歌
山の歴史を調べる機会が増えるな
か、驚くべき「発見」があった。
　まず、母校の校歌に歌われる南浦
文之が執筆した「鉄砲記」は鉄砲伝
来の数少ない記録であり、種子島に
伝わった鉄砲が根来寺に贈られた
経緯を記す。鉄砲を駆使した根来衆
や雑賀衆が鹿児島とつながりを有
していたのであろう。また、祖母の

出身地の坊津は、古代から日本と中国とを結ぶ航路の寄
港地で、地名の由来とされる寺院の一乗院は、中世には
根来寺の別院であった。さらに、浄光明寺は一遍派の時
宗寺院となったが、一遍上人は熊野で熊野権現から神託
を得たとされる。そして、枕崎に鰹節の製法を伝えたの
は紀州印南の出身者といわれている。身近なところに鹿
児島と和歌山の歴史的なつながりを「発見」したことは
驚きであった。
　また、和歌山以外での身近な歴史の「発見」で最大のも
のは、実家近くの今和泉島津家屋敷跡が天璋院篤姫の生
家であったことである。幼いころから歴史に興味を持っ
ていたが、近所にNHK大河ドラマの主人公となる人の
生家があることは知らなかった。地元の人にとっても篤
姫は「発見」されるものであった。大河ドラマ放映以前の
鹿児島のガイドブックで篤姫はほとんど記述されてい
ないのである。
　慣れ親しんだことに意外な歴史が隠れていることが
ある。和歌山にも「発見」されていない歴史が眠っている
であろう。そうしたものを「発見」する楽しみを多くの人
と共有したいと考えている。

「発見」する楽しみ
山神達也／人文地理学（和歌山大学 教育学部 准教授）
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今和泉島津家の屋敷跡

語られる道のりなのだ。同じく、聖ヤコブやムハンマドがかつ
て歩んだ道と同じ道を踏みしめて行く巡礼者は、その営み
によって、言わば「始まりの／聖なる物語」がもたらされた道
のりを追体験し、その「物語」と繫がろうとする。「巡礼」とは、

そのような「物語」の恩寵に浴そうとする身体的営為なので
ある。その「物語」とは、何も宗教的なものばかりとは限らな
い。映画やコミックといった、新しい「物語」であっても、やは
り「巡礼」は「巡礼」なのだ。
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